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風
速
国
造
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察

伊
藤　
あ
す
か

論
考

は
じ
め
に

　

国
家
形
成
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
は
、
倭
王
権
の
海
上
交
通
の
大
動
脈

で
あ
り
、
倭
国
の
内
政
、
外
交
に
深
く
関
与
し
て
い
た（

１
）。
倭
王
権
が
瀬
戸

内
海
交
通
を
掌
握
す
る
た
め
に
は
、
当
海
域
の
気
象
や
海
象
に
熟
知
し
た

地
域
集
団
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た（

２
）。

　

ゆ
え
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
社
会
の
動
態
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
倭
王

権
に
よ
る
列
島
統
合
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て

お
り
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と
い
え
よ
う
。
そ
の
う
え
で
、
瀬
戸
内
海
を

生
活
領
域
と
し
た
海
人
（
海
部
）
た
ち
の
「
海
」
に
対
す
る
認
識
は
、
灘

あ
る
い
は
瀬
戸
を
単
位
と
し
た
限
定
さ
れ
た
空
間
認
識
で
あ
る
こ
と
か
ら（

３
）、

各
海
域
に
準
じ
た
地
域
社
会
の
検
討
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
瀬
戸
内

海
に
お
い
て
は
、
畿
内
か
ら
の
中
継
地
点
で
あ
る
児
島
や
、
九
州
と
の
玄

関
口
で
も
あ
る
佐
波
が
特
に
重
要
視
さ
れ
る
が
、
瀬
戸
内
海
交
通
屈
指
の

難
所
の
海
域
を
伴
う
伊
予
地
域
も
、倭
王
権
に
と
っ
て
要
衝
で
あ
る
。「
伊

予
国
風
土
記
」
逸
文
（『
釈
日
本
紀
』
巻
十
四
）
で
は
、
歴
代
の
天
皇
や

王
族
が
伊
予
の
道
後
温
泉
を
訪
れ
る
記
事
や
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
七
年

（
六
六
一
）
正
月
条
で
は
、天
皇
ら
一
行
の
船
が
「
伊
予
熟
田
津
石
湯
行
宮
」

に
泊
っ
た
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
倭
王
権
に
と
っ
て
伊
予
が
重
要
な

地
域
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
般
的
に
、
伊
予
地
域
の
国
造
と
さ
れ
る
風
速
国
造
に
つ

い
て
の
基
礎
的
な
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。

一　
伊
予
の
国
造
と
研
究
史
整
理

　

伊
予
地
域
と
倭
王
権
の
関
係
を
み
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
交
通
を
掌
握
し
て

い
た
紀
伊
の
拠
点
お
よ
び（

４
）、

紀
伊
と
連
合
関
係
を
有
し
て
い
た
葛
城（

５
）の

勢

力
も
伊
予
に
み
ら
れ
る
（
四
に
て
後
述
）
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
段
階
に
は

す
で
に
倭
王
権
の
瀬
戸
内
海
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
六
世
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紀
段
階
の
制
度
で
あ
る

国
造
制
に
鑑
み
れ
ば
、

『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻

十
「
国
造
本
紀
」（
以

下
「
国
造
本
紀
」）
に

は
、
伊
予
地
域
に
五
つ

の
国
造
―
伊
余
国
造
・

久
味
国
造
・
小
市
国
造
・

怒
麻
国
造
・
風
速
国
造

―
が
記
さ
れ
る
【
表

①
】。
こ
れ
ら
の
五
つ

の
国
造
の
名
は
、
そ
れ

ぞ
れ
律
令
制
下
に
お
け

る
伊
予
国
の
郡
名
と
共

通
す
る
が
、
い
ず
れ
も

伊
予
沿
岸
部
に
集
中
す

る
。
国
造
制
が
国
家
形

成
期
に
お
け
る
倭
王
権

の
地
域
政
策
の
要
で
あ

る（
６
）こ
と
を
ふ
ま
え
る
な

ら
ば
、
伊
予
沿
岸
部
に

国
造
が
密
に
分
布
す
る

事
象
は
、
同
地
域
が
国
家
形
成
期
の
倭
王
権
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
で

あ
っ
た
証
左
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
伊
予
の
五
つ
の
国
造
に
つ
い
て

は
、
伊
余
国
造
以
外
は
「
国
造
本
紀
」
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
国
造
で

あ
り
、
六
国
史
な
ど
の
他
の
史
料
に
み
え
な
い
。「
国
造
本
紀
」
は
平
安

期
に
編
纂
さ
れ
た
『
先
代
旧
辞
本
紀
』
所
載
の
史
料
で
あ
り
、
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
に
関
し
て
は
、
信
憑
性
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
国
造
本
紀
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
国
造
に
つ
い
て
は
、
継
体
二
十
一

年
か
ら
翌
二
十
二
年
（
五
二
七
―
五
二
八
）
に
お
け
る
磐
井
乱
を
契
機

と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
実
在
す
る
と
指
摘
す
る
吉
田
晶
氏
の
研
究

が
あ
り（

７
）、

現
在
ま
で
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
伊
予
の
五
つ
の
国
造
に
つ
い

て
、
松
原
弘
宣
氏（

８
）は

、
古
墳
な
ど
の
地
理
的
側
面
か
ら
、
伊
予
地
域
に
五

つ
の
国
造
が
実
在
し
て
い
た
も
の
と
し
、
吉
田
氏
の
論
を
肯
定
的
に
継
承

す
る
。
そ
し
て
、
伊
予
地
域
に
お
け
る
五
つ
の
国
造
が
設
置
さ
れ
た
の
ち
、

さ
ら
に
後
次
的
な
国
造
と
し
て
、
凡
直
国
造
が
編
成
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
を

よ
り
広
域
に
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
す
る
八
木
充
氏
の
研（

９
）究

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

凡
直
国
造
制
に
つ
い
て
は
、
八
木
氏
は
個
別
の
国
造
を
統
括
す
る
よ
う

な
二
次
的
な
国
造
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
、
松
原
氏
は
個
別
の
国

造
が
い
な
い
地
域
に
設
定
さ
れ
た
国
造
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、

近
年
の
鈴
木
正
信
氏
の
研
究

（
（1
（

で
は
、
凡
人
、
凡
人
部
を
地
方
伴
造
と
し
て

各
地
で
管
轄
し
た
の
が
凡
直
氏
で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
国
造
に
任
命
さ
れ

国国造造名名 本本文文 他他史史料料 『『和和名名抄抄』』郡郡名名 評評

伊余国造
志賀高穴穂朝御世。印幡国造同
祖敷桁波命児速後上命定二賜国
造一。

『古事記』神武段） 伊予郡

久味国造 軽嶋豊明朝。神魂尊十三世孫伊
与主命定二賜国造一。 久米郡 久米評（須恵器銘・

銘瓦）

小市国造 軽嶋豊明朝御世。物部連同祖大
新川命孫子到命定二賜国造一。 越智郡 越智評（『日本霊異

記』上巻第十七縁）

怒麻国造
神功皇后御代。阿岐国造同祖飽
速玉命三世孫若弥尾命定二賜国
造一。

野間郡 馬評（須恵器銘）

風速国造 軽嶋豊明朝。物部連祖伊香色男
命四世孫阿佐利定二賜国造一。 風早郡

【表①】  「国造本紀」にみえる伊予地域の国造（筆者作成）
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た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
国
造
制
の
再
編
・
強
化
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
な
ど
、
い
ま
だ
凡
直
国
造
制
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

　

以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
も
、
国
家
形
成
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
沿
岸

地
域
の
動
態
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
今
一
度
、
伊
予
地
域
に
存
在
し
た

と
さ
れ
る
個
別
の
国
造
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
個
別
の
国

造
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
小
市
国
造

（
（1
（

、
久
味
国
造

（
（1
（

、
野
間
国
造

（
（1
（

の
研
究
は

あ
る
も
の
の
、
風
速
国
造
の
専
論
は
、
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
特
に

伊
予
に
関
し
て
は
、
松
原
氏
が
伊
予
の
五
つ
の
国
造
を
実
在
視
す
る
根
拠

の
ひ
と
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
造
が
お
か
れ
た
地
域
に
お
け
る
評
制
の
施

行
を
挙
げ
る
が
、
風
速
国
造
に
関
し
て
は
評
制
が
明
ら
か
で
は
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
。

　

伊
予
に
お
け
る
個
別
の
国
造
の
研
究
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
、
風
早

郡
と
同
じ
く
高
縄
半
島
に
存
在
し
、「
国
造
本
紀
」
に
お
い
て
、
風
速
国

造
と
同
じ
く
物
部
氏
と
同
祖
関
係
に
あ
る
小
市
国
造
に
つ
い
て
の
先
行
研

究
で
あ
る
。
小
市
国
造
に
つ
い
て
、
松
原
氏

（
（1
（

は
、
古
墳
分
布
お
よ
び
、
立

評
が
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、
小
市
国
造
が
実
在
し
て
い
た
と
考
察
し
、
白

石
成
二
氏

（
（1
（

も
基
本
的
に
松
原
氏
の
見
解
に
依
拠
す
る
。
そ
の
う
え
で
越
智

の
集
団
が
古
く
国
造
制
に
遡
る
根
拠
と
し
て
、
白
石
氏
が
重
要
視
す
る
の

が
、
海
部
の
存
在
で
あ
る
。

　

薗
田
香
融
氏

（
（1
（

に
よ
れ
ば
、
諸
国
の
海
部
は
、
国
造
の
領
民
を
割
い
て
設

定
さ
れ
た
貢
上
部
民
で
あ
り
、
各
地
の
海
部
集
団
ご
と
に
、
土
着
の
統
率

者
が
お
か
れ
、
平
素
は
漁
業
を
い
と
な
み
、
海
産
食
品
を
主
体
と
す
る
貢

租
を
負
担
す
る
。

　

白
石
氏
は
、
木
簡
に
み
え
る
伊
予
国
神
野
郡
の
「
海
乎
知
人

（
（1
（

」
の
存
在

や
、
宇
和
郡
に
お
け
る
「
乎
知
部

（
（1
（

」
か
ら
、
越
智
の
勢
力
が
古
く
部
民
制

に
遡
る
と
し
、
越
智
部
の
分
布
が
郡
域
を
超
え
た
飛
び
地
的
に
み
ら
れ
る

事
象
か
ら
、
越
智
の
勢
力
が
海
の
道
を
制
し
た
地
域
の
支
配
者
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
越
智
氏
は
、
海
部
と
の
同
族
関
係
を
背
景
に
、
海
上

交
通
を
掌
握
し
、
四
国
北
岸
航
路
の
「
海
の
道
」
を
確
保
し
た
特
殊
な
豪

族
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
。
白
石
氏
の
見
解
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も

の
の
、「
海
乎
知
人
」
の
存
在
か
ら
、
越
智
の
集
団
が
海
の
道
を
制
し
た

地
域
支
配
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
検
討
を
要
す
る
。
た
と
え
ば
地
理

的
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
越
智
郡
に
隣
接
す
る
来
島
海
峡
は
、
十
ノ
ッ
ト

に
お
よ
ぶ
潮
流
で
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
難
所
で
あ
る
が
、
越
智
郡
の
み

な
ら
ず
高
縄
半
島
周
辺
の
海
域
は
、
瀬
戸
内
海
上
で
最
も
島
が
密
集
す
る

た
め
、
潮
流
が
複
雑
で
あ
り
、
航
海
に
は
専
門
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。

松
原
氏
は
、
大
化
前
代
の
当
地
域
が
瀬
戸
内
海
の
東
西
交
通
と
南
北
交
通

の
要
衝
地
で
あ
っ
た
と
し
、『
釈
日
本
紀
』
巻
六
に
み
え
る
伊
予
国
の
御

嶋
伝
承

（
（1
（

を
例
に
瀬
戸
内
海
南
北
交
通
に
言
及
す
る
。

　

律
令
制
下
に
国
府
が
お
か
れ
る
越
智
郡
の
重
要
性
は
勿
論
で
あ
り
、
史

料
上
、
越
智
郡
の
特
殊
性
が
際
立
つ
一
方
で
、
高
縄
半
島
周
辺
に
存
在
す

る
他
の
集
団
も
、
越
智
と
同
様
に
瀬
戸
内
海
を
重
要
視
し
て
い
た
可
能
性

は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
越
智
郡
に
お
け
る
海
部
の
存
在
は
、

白
石
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
が
、
伊
予
に
お
け
る
海
部
の
存
在
は
、
越
智
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郡
に
限
定
さ
れ
な
い
。

　

古
代
に
お
け
る
海
部
の
分
布
に
関
し
て
は
、
松
原
氏
の
研
究

（
（2
（

に
詳
し
い

が
、
伊
予
国
に
お
い
て
は
、
和
気
郡
海
部
里

（
（2
（

、
伊
予
郡
川
村
郷
海
部
里

（
（2
（

、

伊
予
郡
石
井
郷
海
部
里

（
（2
（

の
地
名
か
ら
、
海
部
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
風

早
郡
に
は
海
部
が
地
名
と
し
て
は
直
接
み
え
な
い
も
の
の
、
以
下
に
み
え

る
史
料
か
ら
、
海
部
の
存
在
を
推
察
で
き
る
。

　
　
【
史
料
①
】『
平
城
宮
木
簡
』
一　
一
三
三
頁
下
段
（
三
六
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｋ
八
二
〇　
一
六
一
㎜
×
二
〇
㎜
×
四
㎜　
　
〇
三
一
型

　
　
「
伊
予
国
風
早
郡
中
男
作
物
旧
鯖
貳
伯
隻
載
籠
」

　

当
木
簡
は
、
伊
予
国
風
早
郡
の
中
男
作
物
の
鯖
の
塩
漬
け
二
百
尾
を
載

せ
た
籠
に
つ
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
木
簡
の
年
紀
と
し
て
は
土
壙

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
の
年
代
よ
り
天
平
末
年
頃
と
さ
れ
る

（
（2
（

。
中
男
作
物
は
、
養
老

元
年
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
租
税
で
あ
る
が
、
贄
と
の
関
係
が
深
い
。
直

木
孝
次
郎
氏

（
（2
（

は
、
大
化
前
代
の
海
・
水
産
物
を
贄
と
し
て
貢
上
す
る
慣
行

が
、
中
男
作
物
へ
と
移
行
し
た
も
の
と
し
、
今
津
勝
紀
氏

（
（2
（

は
、
飛
鳥
浄
御

原
令
制
下
の
大
贄
が
養
老
年
間
に
創
出
さ
れ
た
中
男
作
物
の
制
度
と
結
び

つ
い
た
も
の
と
し
、
中
男
作
物
は
大
宝
令
以
前
の
大
贄
の
慣
行
を
継
承
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る 

。
贄
を
貢
納
し
て
い
た
主
体
と
し
て
、

海
部
（
＊
海
人
と
も
表
記
。）
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
が
、
海
部
は
、
製

塩
や
、
漁
業
を
生
業
と
し
て
い
た
集
団
で
あ
る
。

　

製
塩
に
関
し
て
は
、
伊
予
に
お
け
る
明
確
な
製
塩
跡
の
遺
跡
は
、
越
智

郡
に
し
か
確
認
で
き
て
は
い
な
い
も
の
の

（
（2
（

、
風
早
郡
に
関
し
て
は
製
塩
土

器
の
出
土
や
、
馬
匹
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
か
ら

（
（2
（

、

製
塩
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
一
般
的
に
、
馬
匹
生
産
に
は
、
塩
が
大

量
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
風
早
郡
地
域
に
お
い
て
塩
の
消
費
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

　

ま
た
風
早
郡
に
隣
接
し
、
風
早
郡
と
同
様
に
安
芸
灘
に
面
す
る
和
気
郡

に
は
、
海
部
里
が
存
在
し
た
こ
と
が
木
簡
か
ら
明
確
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

海
部
里
か
ら
は
調
塩
を
貢
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら

（
（2
（

、
和
気
郡
に
お
い
て
は

製
塩
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
風
早
郡
を
含
む
地
域
に
お
い
て
も
、
高
縄
半
島
西

部
に
位
置
す
る
風
早
郡
や
隣
接
す
る
和
気
郡
地
域
に
お
け
る
海
部
の
活
動

が
み
ら
れ
、
安
芸
灘
に
面
し
た
風
早
郡
地
域
に
も
海
部
が
存
在
し
て
い
た

可
能
性
は
高
い
。
よ
っ
て
、
白
石
氏
の
指
摘
さ
れ
る
越
智
の
集
団
の
特
殊

性
は
、
事
実
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
伊
予
の
地
域
社
会
を
検
討
す
る

た
め
に
も
、
同
じ
く
高
縄
半
島
に
存
在
し
た
勢
力
で
あ
り
、
風
早
郡
の
地

域
の
勢
力
に
関
す
る
個
別
の
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。　

二　
風
早
評
に
つ
い
て

　

風
速
国
造
の
実
在
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
、「
風
早
」
は
一
般

的
に
は
伊
予
国
風
早
郡
の
地
名
を
連
想
す
る
が
、
実
際
に
「
風
早
」
が
伊
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予
の
地
名
と
し
て
捉
え
て
よ
い
の
か
、
検
証
し
て
い
く
。
よ
み
か
た
と
し

て
は
、『
和
名
抄
』流
布
本
に「
加
佐
波
夜
」と
あ
る
。
史
料
の
中
で
は
、「
風

早
」「
風
速
」「
風
隼
」
と
み
え
る
。
漢
字
の
表
記
に
よ
る
違
い
は
な
い
が
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
史
料
用
語
は
そ
の
ま
ま
の
表
記
で
、
史
料
用
語
で
な

い
場
合
は
、
便
宜
上
「
風
早
」
の
表
記
で
あ
ら
わ
す
。
古
代
の
史
料
に
み

え
る
「
風
早
」
を
冠
す
る
地
名
、
人
名
の
分
布
は
【
表
②
】
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
【
表
②
】
を
み
る
と
、「
風
早
」
が
存
在
す
る
地
域
は
、
律
令
制
下
に
お

け
る
伊
予
国
風
早
郡
に
関
係
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
特
徴
と
い

え
よ
う
。
よ
っ
て
、
伊
予
国
風
早
の
地
域
を
表
す
固
有
名
詞
と
し
て
捉
え

て
よ
い
と
考
え
る
。

　

高
縄
半
島
の
西
側
の
風
早
郡
は
、
瀬
戸
内
海
（
安
芸
灘
）
と
面
し
、
律

令
制
下
に
お
い
て
五
郷
を
有
し
、
下
郡
に
分
類
さ
れ
る
。
安
芸
灘
は
、
東

部
に
備
後
灘
、
燧
灘
、
南
部
に
伊
予
灘
が
存
在
す
る
海
域
で
あ
り
、
安
芸

灘
と
伊
予
灘
の
境
界
に
な
る
瀬
戸
内
海
上
の
忽
那
島
は
、
中
世
の
瀬
戸

内
海
で
活
動
し
た
海
上
勢
力
、
忽
那
氏
の
拠
点
で
あ
る
。『
日
本
三
代
実

録
』
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
十
月
十
三
日
丙
辰
条
に
「
伊
予
国
言
。
管

風
早
郡
忽
那
嶋
馬
牛
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忽
那
島
付
近
の

海
域
は
、
風
早
郡
の
管
轄
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
風
早
郡
が
面

す
安
芸
灘

（
（3
（

は
、
潮
流
が
卓
越
す
る
海
域
に
特
徴
的
に
発
生
す
る
海
釜

（
（3
（

の
数

が
、
瀬
戸
内
海
で
も
っ
と
も
多
く
、
潮
流
の
複
雑
さ
が
顕
著
な
地
域
で
あ

る
。
安
芸
灘
の
潮
流
は
、
灘
の
南
部
の
広
い
海
域
で
最
大
流
速
は
二
ノ
ッ

ト
前
後
で
あ
る
が
、
忽
那
島
を
中
心
と
し
た
諸
島
周
辺
の
水
道
で
は
、
六

ノ
ッ
ト
に
も
及
ぶ
潮
流
で
、
伊
予
灘
か
ら
安
芸
湾
、
安
芸
灘
間
を
、
南
西

か
ら
北
東
に
往
復
す
る
。

　

忽
那
島
の
初
見
は
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
の
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并

流
記
資
財
帳
』
で
、
法
隆
寺
の
荘
園
が
伊
予
国
に
一
四
ヵ
所
あ
る
中
に
、

忽
那
島
に
一
ヵ
所
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
重
要

な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
史
料
中
に
は
忽
那
島
を
「
骨

奈
嶋
」
と
記
さ
れ
る
。

　
「
風
早
」
の
初
見
と
し
て
、
明
確
に
史
料
上
に
表
記
さ
れ
る
の
が
、『
日

本
書
紀
』
持
統
十
年
（
六
九
六
）
四
月
戊
戌
条
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
地

名
と
し
て
「
風
速
郡
」
と
み
え
る
。

　
　
【
史
料
②
】『
日
本
書
紀
』
持
統
十
年
（
六
九
六
）
夏
四
月
戊
戌
条

　
　

戊
戌
、
以
二

追
大
弐
一

、
授
三

伊
予
国
風
速
郡
物
部
薬
、
与
二

肥
後
国
皮

石
郡
壬
生
諸
石
一

。
并
賜
二

人
絁
四
匹
・
糸
十
絇
・
布
廿
端
・
鍬
廿
口
・

稲
一
千
束
・
水
田
四
町
一

。
復
二

戸
調
役
一

。
以
慰
三

久
苦
二

唐
地
一

。

　

白
村
江
戦
い
に
敗
れ
て
唐
の
捕
虜
と
な
っ
た
伊
予
国
風
速
郡
の
物
部
薬

と
、
肥
後
国
皮
石
郡
の
壬
生
諸
石
に
対
し
、
長
き
に
わ
た
る
唐
で
の
抑
留

生
活
を
慰
労
し
た
記
事
で
あ
る
。
持
統
十
年
（
六
九
六
）
は
評
制
段
階
で

あ
る
こ
と
か
ら
、【
史
料
②
】
に
み
え
る
風
速
郡
の
表
記
は
『
日
本
書
紀
』

の
潤
色
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
問
題
と
な
る
の
は
、
潤
色
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時時系系列列 西西暦暦 地地域域（（国国・・郡郡）） 区区分分 史史料料上上のの表表記記 位位階階・・官官職職ななどど 出出典典 史史料料番番号号
伊予・風早 人名 風速国造 「国造本紀」

評制期 伊予・風早 郡名 風早評 『木簡研究』35-24上段 【史料③】

持統10年4月戊戌 696 伊予・風早 郡名 風速郡 『日本書紀』 【史料②】

天平8年 736 安芸・賀茂 地名 風早浦 『万葉集』巻15 【史料⑦】
天平19年 747 伊予・風早 郡名 風速郡 『大日本古文書』2-619
天平勝宝２年８
月19日 750 不明 人名 風速直乙虫 従八位上 『大日本古文書』11-366

天平勝宝4年10月
25日 752 伊予・風早 郡名 風早郡 『大日本古文書』３-588

天平勝宝？年4月
27日 不明 人名 風速小月 衛士？ 『平城宮』7-11507

天平宝字２年11
月３日 758 不明 人名 風速清成 『大日本古文書』14-233

天平宝字８年3月
30日 764 不明 人名 風速忍上 『大日本古文書』5-470

詳細年月日不明
奈良時代半ば 伊予・風早 郡名 風速郡高田 『平城宮発掘調査出土木簡概

報』12-10下(53)
詳細年月日不明
奈良時代半ば 伊予・風早 郡名 風早郡 『平城宮木簡』1-361 【史料①】

詳細年月日不明
奈良時代半ば 不明 人名 風早吉人 『平城京左京七条一坊十五・

十六坪発掘調査報告』(40）

弘仁6年 815 不明 人名 風早 『新撰姓氏録』不載姓として
記載

天長7年6月乙丑 830 伊予・風早 人名 風早直益吉女 節婦 「叙二位二階一」 『類聚国史』 【史料④】
天長10年10月辛
卯 833 安芸・賀茂 人名 風早富麿 不明 「叙二三階一」 『続日本後紀』 【史料⑥】

承和元年正月戊
午 834 伊予・風早 人名 風早直豊宗 外従五位下 『続日本後紀』

承和6年11月癸未 839 伊予・風早 人名 風早直豊宗 外従五位下 『続日本後紀』 【史料⑤】

天安2年8月戊戌 858 伊予・風早 郡名 風早郡 『文徳実録』 【史料⑧】
貞観2年10月3日 860 伊予・風早 郡名 風速郡 『日本三代実録』
貞観16年（＊史
料作成年代） 874 伊予・風早 郡名/人名 風早縣（郡）

／風早氏
「延暦寺故内供奉和上行条」
『続群書類従』第八輯下伝部 【史料⑨】

貞観18年10月13
日 876 伊予・風早 郡名 風速郡 『日本三代実録』

承平年間 伊予・風早 郡名 風速郡 『和名類聚抄』
承平年間 安芸・高田 郷名 風速郷 『和名類聚抄』
承平年間 壱岐・壱岐 郷名 風早郷 『和名類聚抄』
寛弘元年 1004 讃岐・大内郡 人名 風隼吹田女 中女 『平安遺文』2-579

【表②】「風早」分布（筆者作成）
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の
程
度
で
あ
る
。
単
に
風
速
評
と
か
く
べ
き
箇
所
を
風
速
郡
と
表
記
し
た

だ
け
な
の
か
、
も
し
く
は
史
料
①
の
内
容
そ
の
も
の
が
『
日
本
書
紀
』
述

作
者
に
よ
る
潤
色
で
、
持
統
十
年
段
階
に
は
風
速
評
も
存
在
し
て
い
な
い

の
か
、
い
ず
れ
か
の
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

松
原
氏
は
、
前
者
の
立
場
を
と
り
、
持
統
十
年
（
六
九
六
）
段
階
に
風

速
評
が
存
在
し
て
い
た
と
主
張
す
る

（
（3
（

。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
風
速
国
造
以

外
の
伊
予
の
五
つ
の
国
造
の
存
在
す
る
地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
評
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
須
恵
器
の
銘
文
な
ど
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
た
め
、

風
速
評
も
他
地
域
と
同
様
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。

　

評
制
の
施
行
に
つ
い
て
、
国
造
一
族
は
、
み
ず
か
ら
評
の
官
人
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
機
構
を
背
景
に
支
配
の
維
持
や
強
化
を
図
ろ
う
と

し
た
と
さ
れ

（
（3
（

、
国
造
制
と
評
制
は
、
連
続
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
松
原
氏
も
伊
予
に
お
け
る
五
つ
の
国
造
は
、
そ
の
ま
ま
評

制
へ
と
移
行
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
他
の
越
智
評
な
ど
の
例
と

異
な
り
、
風
早
評
に
関
し
て
は
、
明
確
な
史
料
を
提
示
し
て
い
な
い
点
が

気
が
か
り
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
に
一
例
、
木
簡
に
「
風
早
評
」
と
み
え
る
西
大
寺
か
ら
出
土
し
た

木
簡
の
例
に
着
目
し
て
み
た
い
。

　
　
【
史
料
③
】『
木
簡
研
究
』
三
五　
二
四
頁
上
段　
　
　
　
　
〇
九
一

　
　
「
□
評
風
早
評
」

　

こ
れ
は
、
西
大
寺
旧
境
内
で
出
土
し
た
削
屑
で
あ
る
。
上
部
は
損
失
し

て
お
り
、
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、「
風
早
評
」
の
文
字
は
確
認
で
き
る
。

当
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
特
徴
と
し
て
、
内
容
的
に
、
一
つ
の
分

野
・
内
容
に
収
ま
ら
な
い
様
相
を
呈
し
、
寺
の
内
部
よ
り
排
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
の
は
確
実
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
機
関
・
部
署
の
も
の
か

は
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
木
簡
の
出
土
状
況
等
か
ら
、

こ
の
木
簡
を
含
め
、
奈
良
時
代
後
半
の
西
大
寺
創
建
時
の
史
料
群
と
推
測

さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。

　

そ
の
時
代
の
行
政
区
域
に
従
え
ば
、
評
か
ら
郡
に
な
っ
て
い
る
の
が
通

常
で
あ
り
、本
来
で
あ
れ
ば「
風
早
郡
」と
表
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、「
評
」

と
し
て
表
記
さ
れ
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
一
方
で
、
西
大
寺
旧
境
内

出
土
木
簡
は
、
木
簡
の
史
料
の
年
紀
と
し
て
は
奈
良
時
代
後
半
の
史
料
群

と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
出
土
し
た
木
簡
の
内
容
そ
の
も
の
に
統
一
性
は

な
く
、「
風
早
評
」
と
か
か
れ
た
木
簡
自
体
が
明
確
に
奈
良
時
代
後
半
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き
な
い
。
木
簡
全
体
を
み

て
も
、
削
屑
が
一
九
八
点
あ
る
も
の
の
完
形
品
が
極
め
て
少
な
い
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
二
次
的
な
加
工
・
裁
断
等
に
よ
り
、
全
て
の
個
体
の
文
字
内

容
が
把
握
し
づ
ら
い
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
風
早
評
木
簡

に
し
て
も
、
同
様
の
加
工
を
施
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
風
早
評
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
削
屑
の
内
容
に
着
目
す
る
と
、
風

早
評
の
上
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、「
□
評
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
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評
に
関
し
て
も
書
か
れ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。
ゆ
え
に
評
名
を
列
記
し

て
い
た
習
書
の
可
能
性
が
あ
り
、
架
空
の
評
名
を
書
い
た
と
い
う
よ
り
も
、

実
在
す
る
評
名
を
、
何
ら
か
の
原
本
な
ど
を
も
と
に
し
て
習
書
し
た
と
考

え
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
に
も
、
削
屑
に
は
、「
尾
尾
張
国

（
（3
（

」、

「
是
是

（
（3
（

」
と
書
か
れ
た
習
書
の
よ
う
な
も
の
を
削
っ
た
も
の
が
多
い
こ
と

も
、
こ
の
推
論
を
裏
付
け
る
と
考
え
る
。

　

何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
の
は
、「
風
早
評
」
が
書
か
れ
て
い
る
事
実
で

あ
り
、
風
早
が
評
制
下
か
ら
存
在
す
る
地
名
と
し
て
理
解
で
き
る
可
能
性

は
高
い
と
い
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、持
統
十
年（
六
九
六
）条
の「
風
早
郡
」も
、

「
郡
」
の
文
字
だ
け
の
潤
色
と
捉
え
、「
風
早
」
そ
の
も
の
の
地
域
は
、「
風

早
評
」
と
し
て
、
風
早
郡
の
前
段
階
の
評
制
段
階
に
は
存
在
し
た
蓋
然
性

は
高
い
。

　

郡
名
と
し
て
「
風
早
」「
風
速
」
が
使
用
さ
れ
る
例
は
、
伊
予
国
風
早

郡
以
外
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
て
も
、こ
の
木
簡
に
み
え
る「
風

早
評
」も
伊
予
国
風
早
郡
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、【
史
料
②
】

で
物
部
薬
と
と
も
に
、
唐
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
肥
後
国
皮
石
郡
の
壬
生

諸
石
に
関
し
て
も
、
肥
後
国
皮
石
郡
の
郡
表
記
は
潤
色
で
あ
る
が
、「
合

志
評
」
と
か
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り

（
（3
（

、
皮
石
郡
の
部
分
に
関
し
て

も
評
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
、
評
を
郡
に
書
き
換

え
た
潤
色
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、【
史
料
②
】
の
潤
色
の
程

度
は
、
評
の
字
を
郡
表
記
に
書
き
換
え
た
も
の
で
、
大
枠
の
内
容
そ
の
も

の
は
、
事
実
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
史
料
か
ら
は
風
早
評
に
つ
い
て
、
孝
徳
朝
に
お
け
る
一
斉
建
評
か
段

階
的
建
評
か
は
判
別
で
き
な
い
も
の
の
、
伊
予
国
の
風
早
郡
地
域
に
お
い

て
、
風
早
評
が
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
松

原
氏
の
指
摘
ど
お
り
、【
史
料
②
】
に
み
え
る
伊
予
国
風
早
郡
の
表
記
は
、

風
早
評
の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
に
お
け
る

本
条
文
の
潤
色
は
、
評
を
郡
に
書
き
換
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
名

と
し
て
の
「
風
早
」
が
、
評
制
が
施
行
さ
れ
た
七
世
紀
段
階
に
は
す
で
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

三　
人
名
に
み
え
る
「
風
早
」

　

つ
ぎ
に
人
名
と
し
て
み
え
る
「
風
早
」
に
着
目
す
る
。
居
地
が
明
白
な

風
早
氏
は
、
四
例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
例
は
讃
岐
国
大
内
郡
入
野
郷
寛

弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
戸
籍
に
お
け
る
例
、
残
り
の
三
例
（【
史
料
④
】・

【
史
料
⑤
】・【
史
料
⑥
】）
は
『
続
日
本
後
紀
』
お
よ
び
『
類
聚
国
史
』
に

み
え
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
い
用
例
で
は
あ
る
が
、
風
早
氏
は
い
ず
れ
も

瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
し
か
見
え
ず
、
そ
の
う
ち
の
過
半
数
が
伊
予
国
風
早

郡
に
近
接
す
る
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
伊
予
国
に

近
接
す
る
地
域
に
み
え
る
の
は
、『
続
日
本
後
紀
』
に
み
え
る
伊
予
国
の

風
早
直
豊
宗
と
、
安
芸
国
賀
茂
郡
風
早
富
麿
、
そ
し
て
『
類
聚
国
史
』
に

み
え
る
伊
予
国
の
風
早
直
益
吉
女
の
三
例
で
あ
る
。
史
料
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
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【
史
料
④
】『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
冬
十
月
辛
卯
条

　
　

辛
卯
。
安
芸
国
言
。
賀
茂
郡
人
風
早
富
麿
。
徳
行
懿
美
。
孝
養
自
厚
。

父
母
没
後
。
口
絶
二

五
味
一

。
哀
慕
之
情
無
二

蹔
忘
時
一

。
勅
叙
二

三
階
一

。

免
二

戸
田
租
一

。（
後
略
）

　
　
【
史
料
⑤
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
（
八
三
九
）
十
一
月
癸
未
条

　
　
（
前
略
）
伊
予
国
人
外
従
五
位
下
風
早
直
豊
宗
等
一
煙
。
賜
二

姓
善
友

朝
臣
一

。
兼
除
二

辺
籍
一

。

　
　

貫
二
―

附
左
京
四
条
二
坊
一

。
天
神
饒
速
日
命
之
後
也
。

　
　
【
史
料
⑥
】『
類
聚
国
史
』
巻
五
十
四
人
部　
節
婦　
　
淳
和
天
皇
天
長
七
年
（
八
三
〇
）

六
月
乙
丑
条

　
　

七
年
六
月
乙
丑
。
節
婦
伊
予
国
人
風
早
直
益
吉
女
叙
二

位
二
階
一
。
終
レ

身
免
二
其
戸
田
租
一
。
益
吉
女
。
夫
死
後
攀
慕
不
レ
止
。
落
餝
帰
レ
真
。
節

操
難
レ
奪
。
所
下
―
以
叙
二
之
位
階
一
。
用
旌
中
貞
潔
上
也
。

　
【
史
料
④
】【
史
料
⑥
】
は
褒
章
記
事
、【
史
料
⑤
】
は
改
姓
記
事
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
天
長
か
ら
承
和
年
間
の
九
世
紀
代
の
史
料
に
み
ら
れ
る
。
こ
の

時
代
に
風
早
氏
の
史
料
が
集
中
す
る
の
は
、
氏
族
の
改
姓
が
盛
ん
に
な
る

時
代
背
景
や
『
続
日
本
後
紀
』
の
史
料
と
し
て
の
性
格
が
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。『
続
日
本
後
紀
』
は
そ
れ
ま
で
の
六
国
史
と
比
べ
、
事
実
そ

の
も
の
の
興
味
や
多
彩
な
人
物
像
の
評
価
が
進
ん
で
い
る
た
め

（
（3
（

、
必
然
的

に
地
方
出
身
の
氏
族
に
も
焦
点
を
当
て
た
記
事
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
天
長
年
間
か
ら
承
和
年
間
に
か
け
て
、
風
早
氏
に
の

み
特
別
な
事
情
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て

お
く
。

　

ま
ず
【
史
料
④
】
に
み
え
る
「
風
早
富
麿
」
は
、
史
料
中
に
「
賀
茂
郡

人
風
早
富
麿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
芸
国
賀
茂
郡
の
出
身
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
三
階
叙
さ
れ
、
戸
の
田
租
を
免
除
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

次
に
【
史
料
⑤
】
に
み
え
る
「
風
早
直
豊
宗
」
は
、
伊
予
国
の
人
で
、
外

従
五
位
下
を
持
つ
。
彼
と
そ
の
一
煙
に
、
善
友
朝
臣
を
賜
い
、
左
京
四
条

二
坊
に
貫
附
す
る
旨
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
神
饒
速
日
の
後
裔
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
、
物
部
氏
と
同
祖
の
氏
族
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
。
次
に
【
史
料
⑥
】
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
節
婦
で
あ
る
伊
予

国
人
、
風
早
直
益
吉
女
を
褒
章
し
た
記
事
で
あ
り
、
二
階
叙
さ
れ
、
戸
の

田
租
を
終
身
免
除
さ
れ
る
旨
が
記
さ
れ
る
。

　

さ
て
、【
史
料
④
】【
史
料
⑤
】【
史
料
⑥
】
で
み
え
る
地
域
と
し
て
、

安
芸
国
賀
茂
郡
と
伊
予
国
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
両
地
域
を
地
図
上
か
ら

確
認
し
て
み
る
と
、
と
も
に
瀬
戸
内
海
の
西
端
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
を

隔
て
た
北
岸
に
は
安
芸
国
賀
茂
郡
、
そ
し
て
南
岸
に
は
伊
予
国
風
早
郡
を

含
む
沿
岸
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
【
地
図
①
】。

　

安
芸
国
賀
茂
郡
お
よ
び
、
風
早
郡
を
挟
む
安
芸
灘
周
辺
の
海
域
は
、
瀬

戸
内
海
で
最
も
島
が
密
集
し
て
い
る
。
第
一
節
で
論
じ
た
忽
那
島
を
含
む
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諸
島
も
、
風
早
郡
と
安
芸
国
に
挟
ま
れ
た
瀬
戸
内
海
上
に
存
在
す
る
。
北

岸
と
南
岸
は
、
距
離
的
に
は
近
接
し
て
い
る
が
、
島
が
密
集
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
潮
流
が
複
雑
と
な
る
た
め
、
安
全
に
航
海
を
お
こ
な
う
に
は
、

独
自
の
技
術
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
中
世
段
階
に
お
け
る
伊
予
衆
の

北
上
や

（
（3
（

、
弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
に
お
け
る
芸
予
諸
島
周
辺
地
域
（
瀬
戸

内
海
北
岸
―
芸
予
諸
島
―
瀬
戸
内
海
南
岸
）
に
特
徴
的
な
土
器
の
分
布（

（4
（

を
ふ
ま
え
る
と
、
潮
流
や
地
形
を
知
悉
す
る
地
域
勢
力
の
間
で
は
、
瀬
戸

内
海
を
隔
て
た
伊
予
と
安
芸
の
往
来
は
、
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　
「
風
早
」
の
分
布
に
話
を
戻
す
と
、
北
岸
の
安
芸
に
は
、
天
平
八
年
（
七

三
六
）
の
遣
新
羅
使
が
停
泊
し
た
風
早
浦
が
存
在
し
、『
万
葉
集
』
に
記

さ
れ
る

（
（4
（

。

　
　
【
史
料
⑦
】『
万
葉
集
』
巻
一
五　
天
平
八
年
の
遣
新
羅
使
が
風
早
浦
に
停
泊
し
た
際
の
歌

　
　

わ
が
故
に　
妹
嘆
く
ら
し　

 

風
速
の　
浦
の
沖
辺
に　
霧
た
な
び
け
り

　

こ
の
歌
に
関
し
て
、
編
者
で
あ
る
大
伴
家
持
が
「
風
早
」
と
い
う
地
名

に
興
趣
を
覚
え
て
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
風
早
に
船
泊
ま
り
し
た
こ

と
ま
で
も
が
脚
色
で
は
な
い
、
と
伊
藤
博
氏
は
指
摘
す
る

（
（4
（

。
風
早
浦
は
奈

良
時
代
よ
り
瀬
戸
内
海
航
路
の
船
舶
の
停
泊
地
で
あ
り
、
律
令
制
で
は
賀

茂
郡
に
比
定
さ
れ
る（

（4
（

。
角
川
地
名
大
系
に
よ
れ
ば
、【
史
料
④
】
に
み
え

る
風
早
富
麿
の
出
身
で
あ
る
安
芸
国
賀
茂
郡
と
、『
万
葉
集
』
に
み
え
る

【地図①】伊予国風早郡沿岸地域図
＊国土地理院白地図をもとに、筆者作成。なお、地図上のゴチック地名は主に郡名を表す（例外：風早浦・倉橋島・忽那島）。
海域区分や諸情報については、『瀬戸内海の気象と海象』海洋気象学会 2013 年を参照した。
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風
早
浦
は
、
近
接
す
る
場
所
と
さ
れ
る
。
安
芸
国
賀
茂
郡
の
沿
岸
地
域
に

「
風
早
」
の
勢
力
が
存
在
し
、
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
八
世
紀
代
に

は
安
芸
の
沿
岸
部
に
風
早
浦
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
瀬
戸
内
海

を
航
海
す
る
際
、
停
泊
す
る
場
所
と
し
て
は
、
風
待
ち
、
潮
待
ち
な
ど
の

条
件
が
整
っ
た
場
所
が
選
ば
れ
る
が
、
風
早
浦
も
同
様
の
機
能
を
有
し
た

停
泊
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
で
、
瀬
戸
内
海
を
隔
て
て
、
隣
接
す
る
地
域
で
あ
る
安
芸
国

と
伊
予
国
に
「
風
早
」
の
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
が
、
両
地
域
の
風
早
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
伊
予
を
本
拠
地
と
し
た
風
早
集
団
が
、

安
芸
に
ま
で
進
出
し
て
い
た
と
考
え
る
。

　

伊
予
国
人
で
あ
る
風
早
直
豊
宗
【
史
料
⑤
】
は
、
地
方
氏
族
に
し
て
は

高
い
位
階
で
あ
る
五
位
を
持
ち
、
さ
ら
に
国
造
の
末
裔
氏
族
に
多
い
直
姓

を
持
つ
。
同
じ
く
伊
予
国
の
風
早
直
益
吉
女
【
史
料
⑥
】
も
、直
姓
を
持
つ
。

ま
た
、
風
早
直
益
吉
女
は
、
節
婦
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
津
勝

紀
氏
に
よ
れ
ば
、
節
婦
と
な
る
の
は
、
夫
が
大
領
や
少
領
級
の
地
域
の
有

力
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い

（
（4
（

。
一
方
で
、
安
芸
国
賀
茂
郡
の
風
早
富
麿
【
史

料
④
】
は
、
同
じ
く
風
早
氏
で
も
直
姓
を
有
し
て
い
な
い
。
前
述
し
た
瀬

戸
内
海
上
の
忽
那
島
が
、
南
岸
の
伊
予
国
側
の
管
轄
下
で
あ
っ
た
こ
と
も

ふ
ま
え
る
と
、
や
は
り
伊
予
に
風
早
氏
の
本
拠
地
が
あ
り
、
瀬
戸
内
海
を

隔
て
た
北
岸
の
安
芸
国
沿
岸
地
域
を
含
む
海
域
一
帯
を
支
配
領
域
と
し
て

有
し
て
い
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
以
上
、「
風
早
」
の
痕

跡
を
た
ど
る
と
、
北
岸
の
安
芸
国
風
早
浦
か
ら
、
瀬
戸
内
海
上
の
忽
那
島
、

そ
し
て
南
岸
の
伊
予
国
風
早
郡
と
い
う
ル
ー
ト
が
み
え
る
。
直
線
距
離
で

は
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域
で
あ
る
が
、
伊
予
国
風
早
郡
忽
那
島
周

辺
の
潮
流
が
、
南
西
か
ら
北
東
方
向
に
往
復
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
も
、

こ
の
海
域
に
熟
知
し
て
い
た
地
域
の
勢
力
（
た
と
え
ば
海
人
集
団
）
で
あ

れ
ば
、
南
北
の
往
来
は
日
常
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
、
先
述
し
た
よ
う
な
、
風
早
の
地
域
勢
力
は
、
海
部
を
従
え
て
南
岸

北
岸
を
往
来
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

安
芸
・
伊
予
の
、
瀬
戸
内
海
を
隔
て
た
南
北
に
隣
接
し
た
地
域
以
外
に
、

讃
岐
に
お
い
て
、
一
例
の
み
風
早
氏
が
確
認
で
き
る
。
讃
岐
国
大
内
郡
入

野
郷
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
戸
籍
に
お
い
て
、
凡
乙
永
の
戸
に
、
風
隼

吹
田
女
（
中
女
、
年
三
十
歳
）
が
み
ら
れ
る

（
（4
（

。
こ
の
戸
に
は
、
他
に
讃
岐
、

若
江
、
額
田
部
、
財
部
、
物
部
、
阿
蘇
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
風
隼
に
関

し
て
は
風
隼
吹
田
女
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　

三
好
啓
介
氏
に
よ
れ
ば
、
讃
岐
国
大
内
郡
は
、
東
讃
地
域
で
あ
り
、
阿

波
と
の
関
係
も
深
い
瀬
戸
内
海
交
通
の
要
衝
と
さ
れ
る

（
（4
（

。
大
内
郡
入
野
郷

は
、
伊
予
と
は
隣
接
し
て
い
な
い
地
域
で
あ
り
、
対
岸
に
は
備
前
国
児
島

が
み
え
る
。
同
じ
戸
に
は
、
若
江
、
阿
蘇
な
ど
が
存
在
し
、
讃
岐
お
よ
び

讃
岐
の
近
隣
の
地
域
氏
族
で
は
な
い
勢
力
の
分
布
が
み
ら
れ
る
現
象
も
ふ

ま
え
る
と
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
や
九
州
地
域
の
各
地
域
の
勢
力
が
集
結

し
た
結
節
点
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
讃
岐

国
大
内
郡
に
お
け
る
風
早
分
布
は
、
寛
弘
年
間
に
お
け
る
こ
の
一
例
の
み
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で
あ
り
、
女
性
一
人
の
み
し
か
み
え
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
て
も
、
風
早
の

拠
点
が
明
確
に
讃
岐
に
存
在
し
た
と
は
現
段
階
で
は
み
な
し
が
た
い
。
風

早
の
勢
力
の
支
配
領
域
と
い
う
よ
り
は
、
倭
王
権
の
政
治
上
の
拠
点
お
よ

び
、
物
資
の
集
積
地
な
ど
と
し
て
機
能
し
た
地
域
と
し
て
、
風
早
も
配
置

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。ひ
と
ま
ず
、讃
岐
地
域
と
の
往
来
は
あ
っ

た
も
の
の
、
風
早
の
支
配
領
域
と
し
て
存
在
し
た
地
域
で
は
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
お
く
。

　

表
の
と
お
り
分
布
が
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
風
早
」

な
る
名
称
は
、
単
に
風
が
速
い
こ
と
を
表
し
た
一
般
名
詞
で
は
な
く
、
固

有
名
詞
と
し
て
、
地
名
お
よ
び
人
名
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
し
て
伊
予
国
風
早
郡
と
隣
接
地
域
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い

る
事
象
か
ら
、
風
早
氏
は
伊
予
を
広
範
に
支
配
す
る
よ
う
な
大
勢
力
で
は

な
く
、
風
早
郡
と
そ
の
周
辺
を
支
配
領
域
と
し
た
中
規
模
の
勢
力
で
あ
る

と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
名
と
し
て
み
ら
れ
る
風
早
氏
の
例
が
数
例
あ
る
。
天
平

勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
八
月
十
九
日
に
、
造
東
大
寺
司
人
と
し
て
「
風
早

直
乙
虫

（
（4
（

」、
ま
た
、
衛
門
府
か
ら
鴨
の
進
上
に
伴
う
付
札
状
の
進
上
状
木

簡
に
「
風
速
小
月

（
（4
（

」
な
る
人
物
が
み
え
る
。
断
片
的
に
「
風
速
清
成

（
（4
（

」
な

る
人
物
も
正
倉
院
文
書
か
ら
み
え
る
。
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
出
身
地
は
不

明
で
あ
る
が
、
八
世
紀
段
階
に
お
い
て
、
風
早
氏
と
い
う
も
の
が
存
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
存
在
よ
り
明
確
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
地
名
と
し
て
の
「
風
早
」
と
、
人
名
に
み
え
る
「
風
早
」

の
事
例
を
、
風
早
の
分
布
に
基
づ
き
考
察
し
て
き
た
。
風
早
評
の
存
在

と
、
伊
予
国
に
お
け
る
風
早
氏
の
存
在
か
ら
、
地
名
と
し
て
は
、
七
世
紀

段
階
に
ま
で
風
早
が
遡
れ
る
こ
と
、
人
名
と
し
て
は
、
居
地
ま
た
は
本
貫

地
が
明
確
な
も
の
に
関
し
て
は
九
世
紀
以
降
に
は
な
る
が
、
伊
予
国
風
早

郡
の
近
接
地
域
に
風
早
氏
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
風
早
氏
は
伊
予
国
風
早
郡
を
中
心
に
、
安
芸
国
沿
岸
部
ま
で
支
配
領

域
を
も
つ
当
該
地
域
の
勢
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
伊
予
の
風
早
氏
に
関

し
て
は
、
直
姓
を
有
し
、
節
婦
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
事
情
を
鑑
み
て

も
、
郡
領
級
の
有
力
勢
力
で
あ
り
、
国
造
の
末
裔
氏
族
で
あ
る
可
能
性
は

高
い
と
い
え
る
。
最
後
に
、
伊
予
に
お
け
る
風
早
氏
が
大
化
前
代
の
国
造

制
に
ま
で
遡
れ
る
の
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四　
大
化
前
代
の
「
風
早
」
の
勢
力

　

大
化
前
代
の
風
早
の
勢
力
に
つ
い
て
考
察
す
る
う
え
で
、
伊
予
国
風
早

郡
を
本
貫
地
と
す
る
光
定
に
ま
つ
わ
る
説
話
に
着
目
し
た
い
。
光
定
は
伝

灯
大
法
師
と
な
っ
た
延
暦
寺
僧
で
あ
り
、
詳
細
は
『
日
本
文
徳
実
録
』
お

よ
び
、「
延
暦
寺
故
内
供
奉
和
上
行
状
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
【
史
料
⑧
】『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
八
月
戊
戌
条

　
　

戊
戌
。
内
供
奉
十
禅
師
伝
灯
大
法
師
位
光
定
卒
。
光
定
。
俗
姓
贄
氏
。

伊
予
国
風
早
郡
人
也
。
及
至
弱
冠
。
遭
父
母
喪
。
服
闋
離
俗
。
隠
居
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山
林
。
…
（
後
略
）

　
　
【
史
料
⑨
】「
延
暦
寺
故
内
供
奉
和
上
行
状
」（『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下
伝
部
よ
り
）

　
　

延
暦
寺
故
内
供
奉
和
上
行
状

　
　

門
人
伝
灯
大
法
師
位
円
豊
等
録
上

　
　

和
上
。
法
名
光
定
。
俗
姓
贄
氏
。
予
州
風
早
県
人
也
。
其
先
武
内
宿

祢
六
男
葛
木
襲
津
彦
之
後
焉
。
母
風
早
氏
。
夢
腹
中
生
白
蓮
華
。
仍

覚
体
重
。
比
及
廿
歳
。
母
告
示
児
。
先
瑞
如
此
。
汝
必
出
家
歟
。
才

登
弱
冠
。
遭
父
母
喪
。
服
訖
離
俗
。
経
住
山
林
。
修
習
斎
戒
。
爰
僧

勤
覚
固
勧
入
都
。
…
（
後
略
）

　
【
史
料
⑧
】
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
に
記
さ
れ
る
光
定
の
卒
伝
で

あ
る
。【
史
料
⑨
】「
延
暦
寺
故
内
供
奉
和
上
行
状
」
は
延
暦
寺
別
当
和
尚

別
当
大
師
光
定
の
伝
記
で
あ
る
。『
群
書
解
題
』
に
よ
れ
ば
、
成
立
は
貞

観
十
六
年
（
八
七
四
）
五
月
五
日
、
著
者
は
光
定
の
弟
子
の
円
豊
ら
と
さ

れ
、
光
定
の
行
状
を
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
の
出
生
の
奇
瑞
と
そ
の
系
譜

か
ら
始
め
て
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
没
す
る
ま
で
、
年
代
を
追
っ
て
記

述
し
、
最
後
に
讃
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

　

史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
光
定
に
つ
い
て
、【
史
料
⑧
】【
史
料
⑨
】
と
共

通
し
て
、
光
定
の
俗
姓
が
贄
氏
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
両

史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
居
地
で
あ
る
が
、【
史
料
⑨
】
の
「
予
州
風
早
県
人
」
に
み
え
る
県
は
、

郡
の
意
味
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

（
（5
（

、【
史
料
⑧
】
と
同
じ
く
、

伊
予
国
風
早
郡
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
記
さ
れ
、
こ
れ
も
異
論
は
な
か

ろ
う
。
問
題
と
な
る
の
は
、光
定
の
母
方
の
氏
族
に
つ
い
て
で
あ
る
。【
史

料
⑧
】
に
の
み
、「
母
風
早
氏
」
と
記
さ
れ
る
が
、【
史
料
⑧
】
に
は
母
親

の
こ
と
に
関
し
て
の
記
載
は
な
い
。

　
【
史
料
⑨
】「
延
暦
寺
故
内
供
奉
和
上
行
状
」
は
、【
史
料
⑧
】『
日
本
文

徳
天
皇
実
録
』
よ
り
も
成
立
が
若
干
早
い
こ
と
に
加
え
、
光
定
の
没
後
十

五
年
ほ
ど
の
、
比
較
的
時
間
を
お
か
ず
に
書
か
れ
て
い
る
伝
記
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
史
料
の
性
格
上
、
母
方
氏
族
に
つ
い
て
潤
色
さ
れ
て
い

る
と
は
考
え
に
く
く
、
内
容
の
細
部
の
信
憑
性
に
こ
だ
わ
ら
ず
と
も
、「
延

暦
寺
故
内
供
奉
和
上
行
状
」
に
書
か
れ
て
い
る
光
定
の
出
自
に
関
し
て
は
、

信
用
で
き
る
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
こ
の
史
料
で
注
目
し
た
い
の
は
、【
史
料
⑨
】
に
み
え
る
「
俗

姓
贄
氏
。
予
州
風
早
県
人
也
。
其
先
武
内
宿
祢
六
男
葛
木
襲
津
彦
之
後
焉
。

母
風
早
氏
。」
の
部
分
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
俗
姓
は
贄
氏
で
あ

る
が
、
そ
の
祖
は
武
内
宿
祢
六
男
葛
木
襲
津
彦
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
あ
と
に
、
母
は
風
早
氏
と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

光
定
は
宝
亀
十
年(

七
七
九)

生
ま
れ
と
あ
る
の
で
、
彼
の
母
方
氏
族

で
あ
る
風
早
氏
は
、
奈
良
時
代
か
ら
伊
予
国
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
節
婦
と
し
て

表
彰
さ
れ
て
い
る
風
早
直
が
伊
予
に
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
遡
っ

て
奈
良
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。　
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一
方
、
光
定
の
父
方
の
氏
族
で
あ
る
贄
氏
は
、
用
例
が
非
常
に
少
な
く
、

不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
天
平
八
年
（
七
三
六
）
の
正
税
出
挙
帳
に
、「
郡

司
少
領
従
八
位
上
贄
首
石
前
」
と
あ
り
、
宇
和
郡
の
少
領
と
し
て
指
摘
さ

れ
る
が

（
（5
（

、
郡
名
部
分
が
欠
損
し
た
断
簡
で
あ
る
た
め
、
確
実
に
宇
和
郡
の

少
領
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
贄
を
貢
進
す
る
集
団

が
、
令
制
よ
り
前
の
段
階
か
ら
、
伊
予
に
存
在
し
、
王
権
と
結
び
つ
い
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
風
早
郡
に
関
し
て
も
贄
を
貢
納
す

る
集
団
が
令
制
を
遡
っ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
【
史
料
①
】
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
中
男
作
物
は
、
大
化
前
代
の
贄
の
貢
上
と
の
関
係
が
深
い
。
お
そ

ら
く
、
光
定
の
俗
姓
で
あ
る
贄
氏
は
、
令
制
前
段
階
よ
り
贄
を
貢
進
し
て

い
た
集
団
で
あ
り
、
王
権
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
る
。

　

再
び
【
史
料
⑨
】
に
戻
り
、
葛
城
と
の
系
譜
を
記
す
「
其
先
武
内
宿

祢
六
男
葛
木
襲
津
彦
之
後
焉
。
母
風
早
氏
。」
の
部
分
の
検
討
を
し
た
い
。

光
定
の
父
方
氏
族
で
あ
る
贄
氏
は
葛
城
襲
津
彦
の
系
譜
を
つ
い
で
お
り
、

風
早
氏
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
葛
城
は
、
五
世
紀

代
に
、
吉
備
や
紀
伊
と
連
合
関
係
を
結
び
、
倭
王
権
を
構
成
し
て
い
た
大

勢
力
で
あ
る

（
（5
（

。
列
島
全
域
に
広
汎
に
拠
点
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
雄
略

朝
に
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
葛
城
に
よ
っ
て
収
斂
し
て
い
た
機
構
も
、

一
度
分
裂
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
贄
氏
の
伝
承
と
し
て
、

葛
城
の
系
譜
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
部
分
に
関
し
て
は
、
葛
城
が
勢
力
を

失
墜
さ
せ
る
以
前
の
段
階
、
す
な
わ
ち
五
世
紀
末
段
階
に
は
作
成
さ
れ
た

も
の
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
贄
氏
が
、
葛
城
襲
津
彦
後
裔

の
系
譜
を
持
つ
こ
と
は
、
葛
城
が
衰
退
す
る
五
世
紀
後
半
以
前
に
伊
予
に

進
出
し
た
葛
城
集
団
と
同
族
関
係
を
結
ん
だ
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
す
。

　

さ
て
、
葛
城
の
勢
力
は
全
国
的
に
広
範
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
伊
予
に

お
け
る
葛
城
の
痕
跡
は
、
以
下
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
。
風
早
郡
地
域
に

は
、
直
接
、
葛
城
の
痕
跡
は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
の
、
隣
郡
の
越
智
郡
に

「
葛
木
部
龍

（
（5
（

」
と
い
う
石
井
郷
の
戸
主
と
し
て
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）

九
月
に
調
絁
を
貢
進
し
て
い
る
人
物
の
存
在
、
葛
城
の
鴨
に
由
来
す
る
と

考
え
ら
れ
る
鴨
部
郷
の
存
在

（
（5
（

、
さ
ら
に
桑
村
郡
に
鴨
部
首

（
（5
（

、
温
泉
郡
に
鴨

部
（
（5
（

、
和
気
郡
に
日
下
部

（
（5
（

、
以
上
か
ら
伊
予
沿
岸
部
の
広
域
に
か
け
て
、
葛

城
勢
力
が
進
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、「
葛
木
部
」
と
し
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
葛
城
の
勢
力
が
滅
び
る
よ
り
も
前
の
段
階
に
、

伊
予
に
葛
城
が
す
で
に
進
出
し
て
お
り
、
六
世
紀
段
階
に
お
け
る
部
民
制

導
入
と
と
も
に
、
葛
木
部
と
し
て
再
編
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

五
世
紀
後
半
、
雄
略
に
よ
っ
て
誅
滅
さ
れ
る
以
前
の
葛
城
集
団
は
、
た

ん
に
倭
王
権
を
構
成
す
る
有
力
勢
力
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
海
人
集

団
を
通
じ
て
吉
備
・
紀
伊
の
勢
力
と
連
合
し
、
自
ら
も
王
族
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
得
る
勢
力
を
保
っ
て
い
た

（
（5
（

。
お
そ
ら
く
、
瀬
戸
内
海
交
通
の
拠

点
を
形
成
す
る
た
め
、
難
所
で
あ
る
伊
予
沿
岸
部
に
五
世
紀
段
階
に
は
、

葛
城
の
勢
力
は
進
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
葛
城
が
連

合
関
係
を
も
っ
て
い
た
紀
伊
の
勢
力
が
越
智
郡
や
野
間
郡
な
ど
に
分
布
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
（5
（

。
紀
伊
の
勢
力
は
瀬
戸
内
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海
の
重
要
航
路
の
要
地
を
占
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
予
沿
岸
部
は
瀬

戸
内
海
交
通
の
要
地
で
あ
り
、
五
世
紀
以
来
、
倭
王
権
が
進
出
し
た
地
域

で
あ
っ
た
と
す
る
岸
氏
の
指
摘
は
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
葛
城
の
勢

力
が
、
伊
予
地
域
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
贄
氏
の

前
身
集
団
が
葛
城
と
同
祖
関
係
を
も
つ
と
い
う
の
も
、
事
実
を
反
映
し
て

い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

話
を
光
定
の
史
料
に
戻
す
が
、彼
は
出
自
に
「
俗
姓
贄
氏
」「
母
風
早
氏
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
段
階
に
葛
城
と
同
祖
関
係
を
有
し
て
い
た
贄

氏
の
前
身
集
団
が
、
風
早
氏
と
八
世
紀
段
階
に
は
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
贄
氏
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
風
早
氏
は
、
地
域
の
有

力
勢
力
と
し
て
、
六
世
紀
段
階
に
は
風
速
国
造
の
任
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
伊
予
に
お

け
る
「
風
早
」
の
勢
力
は
、
風
早
直
豊
宗
な
ど
の
よ
う
に
国
造
の
末
裔
氏

族
に
多
い
直
姓
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
木
簡
か
ら
み
え
る
風
早
評

の
存
在
や
、
本
節
で
扱
っ
た
贄
と
の
関
係
性
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
捉
え

る
と
、「
風
早
」
と
よ
ば
れ
る
地
域
が
律
令
制
以
前
よ
り
、
倭
王
権
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
地
域
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

　

贄
が
各
地
域
社
会
の
首
長
に
よ
っ
て
貢
納
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

贄
氏
の
前
身
集
団
は
五
世
紀
段
階
よ
り
「
風
早
」
の
有
力
な
地
域
勢
力
、

す
な
わ
ち
風
速
国
造
の
前
身
集
団
の
も
と
に
い
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

「
風
早
」
の
地
域
勢
力
は
五
世
紀
段
階
よ
り
存
在
し
、
倭
王
権
に
贄
を
貢

納
す
る
な
ど
の
王
権
と
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
勢
力
で
あ
る
。
贄
と
な
る
海

産
物
を
実
際
に
捕
る
の
は
海
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
贄
氏
は
「
風
早
」
地

域
の
海
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
類
例
が
少
な
い
た
め
、
こ
こ

で
は
断
言
で
き
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、
五
世
紀
段
階
に
は
、
風
速
国
造
の
前

身
集
団
は
当
地
域
の
海
人
（
海
部
）
を
従
え
て
、
贄
を
貢
納
し
て
い
た
勢

力
で
あ
り
、
葛
城
を
含
む
倭
王
権
と
深
く
結
び
つ
い
た
勢
力
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
光
定
の
出
自
に
み
え
る
葛
城
系
譜
と
贄
氏
、
風
早
氏
の
関

係
性
は
、
大
化
前
代
の
「
風
早
」
の
地
域
社
会
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
断
片
的
な
こ
れ
ら
の
史
料
を
総
合
的
に
検
討
す
る
と
、
大

化
前
代
に
伊
予
に
風
速
国
造
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
矛
盾
は
な
か
ろ

う
。「
風
早
」
の
勢
力
は
、
海
人
（
海
部
）
を
従
え
て
瀬
戸
内
海
を
南
北

に
行
き
来
で
き
る
地
域
社
会
の
有
力
な
勢
力
で
あ
り
、
葛
城
が
滅
び
た
後

の
六
世
紀
段
階
に
、
風
速
国
造
と
し
て
王
権
に
国
造
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
国
造
本
紀
」
に
記
載
さ
れ
る
風
速
国
造
に
つ
い
て
、「
風
早
」

の
名
を
冠
す
る
関
連
史
料
を
も
と
に
検
討
し
た
。
本
稿
を
改
め
て
整
理
す

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
風
早
郡
の
前
身
と
な
る
風
早
評
が
、
伊
予
国
風
早
郡
地
域
に
存
在
し
て
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い
た
。『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
持
統
十
年
（
六
九
六
）「
風
速
郡
」
の

表
記
は
、「
風
早
評
」
の
潤
色
で
あ
る
。

②
風
早
氏
の
分
布
は
伊
予
と
安
芸
に
集
中
す
る
。
伊
予
の
風
早
氏
は
直
姓

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
国
造
の
後
裔
氏
族
と
考
え
ら
れ
る
。
風
速
国
造

の
勢
力
は
、
伊
予
国
風
早
郡
を
本
拠
地
に
し
、
瀬
戸
内
海
を
隔
て
た
北

岸
の
安
芸
国
沿
岸
部
ま
で
支
配
領
域
を
有
し
、
両
地
域
を
隔
て
る
瀬
戸

内
海
（
安
芸
灘
）
の
南
北
交
通
を
掌
握
し
て
い
た
。

③
風
速
国
造
の
前
身
集
団
は
大
化
前
代
よ
り
伊
予
に
存
在
し
て
い
た
中
小

規
模
の
勢
力
で
あ
り
、
倭
王
権
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
葛
城

系
譜
を
も
つ
贄
氏
と
の
婚
姻
関
係
よ
り
わ
か
る
。「
風
早
」
の
勢
力
は

当
地
域
の
海
人
（
海
部
）
を
従
え
て
お
り
、
六
世
紀
段
階
に
国
造
と
し

て
、
倭
王
権
の
地
域
支
配
の
政
策
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、「
国
造
本
紀
」
に
記
さ
れ
る
風
速
国
造
は
、
大

化
前
代
に
伊
予
地
域
に
実
在
し
て
い
た
国
造
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
い
え

よ
う
。「
風
早
」
の
分
布
お
よ
び
伊
予
と
対
岸
の
安
芸
に
お
け
る
拠
点
形

成
を
鑑
み
る
と
、
風
速
国
造
は
安
芸
灘
周
辺
地
域
を
支
配
し
、
瀬
戸
内
海

の
南
北
交
通
を
掌
握
し
て
い
た
勢
力
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
よ
り
踏
み
込

ん
で
い
う
な
ら
ば
、
風
速
国
造
は
、
六
ノ
ッ
ト
に
も
及
ぶ
忽
那
島
周
辺
の

潮
流
を
航
海
す
る
技
術
を
も
つ
、
当
海
域

（
（6
（

の
水
先
案
内
人
と
し
て
の
性
格

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

瀬
戸
内
海
の
南
北
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
松
原
氏
の
言
及
の
み
な

ら
ず

（
（6
（

、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
お
け
る
揖
保
郡
の
「
讃
岐
国
宇
達
郡
の
飯

盛
大
刀
自
」
伝
承
や
、
託
賀
郡
の
「
讃
岐
日
子
神
」
の
到
来
伝
承
に
み
え

る
、
播
磨
と
讃
岐
の
南
北
交
通
の
様
相
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
「
国
造

本
紀
」
で
は
、
阿
岐
国
造

（
（6
（

と
怒
麻
国
造

（
（6
（

が
同
祖
系
譜
で
あ
る
こ
と
が
記
さ

れ
、
安
芸
と
伊
予
の
南
北
間
の
つ
な
が
り
が
密
接
で
あ
る
こ
と
も
史
料
上

確
認
で
き
る
。
風
速
国
造
の
例
は
、
こ
れ
ら
の
伝
承
の
世
界
な
ど
で
描
か

れ
る
瀬
戸
内
海
の
南
北
間
交
通
が
、
実
態
と
し
て
国
家
形
成
期
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
、
文
献
史
学
か
ら
導
き
だ
せ
る
好
例
に
な
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。　

　

ま
た
、
同
じ
く
伊
予
の
国
造
と
さ
れ
、
高
縄
半
島
の
東
部
に
存
在
し
た

越
智
の
勢
力
に
関
し
て
は
、「
海
の
道
を
掌
握
し
て
い
た
豪
族
」
と
、
白

石
氏
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が

（
（6
（

、
越
智
だ
け
で
な
く
高
縄
半
島
西
部

に
お
け
る
「
風
早
」
の
勢
力
も
、
越
智
の
勢
力
と
同
様
、
海
部
を
従
え
、

瀬
戸
内
海
を
南
北
に
往
来
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
地
域
の
有
力
な
勢

力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
化
前
代
の
伊
予
の
地
域
社
会
に
お
い
て

は
越
智
の
勢
力
の
み
に
、
倭
王
権
か
ら
特
権
を
与
え
ら
れ
た
と
は
い
え
な

い
だ
ろ
う
。
他
の
地
域
勢
力
に
つ
い
て
の
検
討
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
総

合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
風
速
国
造
と
同
様
の
性
格
を
有
し

て
い
た
地
域
勢
力
が
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
に
は
多
く
存
在
し
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
国
家
形
成
期
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
社

会
で
は
、
律
令
制
下
の
国
郡
に
限
定
さ
れ
な
い
瀬
戸
内
海
を
生
活
領
域
と

し
た
支
配
と
再
編
が
展
開
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
今
後
の
課



論考
　伊藤あすか　風速国造についての基礎的考察

133

題
と
し
た
い
。

　

国
家
形
成
期
の
瀬
戸
内
海
は
、
海
上
交
通
の
大
動
脈
で
あ
る
た
め
、
倭

王
権
に
よ
る
進
出
と
再
編
を
繰
り
返
し
、
専
制
支
配
が
可
能
に
な
る
。
五

世
紀
段
階
に
お
け
る
伊
予
沿
岸
地
域
に
も
葛
城
の
勢
力
が
進
出
し
、
拠
点

形
成
を
進
め
て
い
く
が
、
五
世
紀
末
に
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

（
（6
（

、
葛
城

に
収
斂
さ
れ
て
い
た
機
構
は
一
度
分
裂
す
る
。
そ
し
て
、
風
早
の
勢
力
や

越
智
の
勢
力
な
ど
を
国
造
に
組
み
込
ん
だ
主
体
に
関
し
て
は
、と
も
に「
国

造
本
紀
」
に
同
祖
関
係
が
記
載
さ
れ
る
物
部
氏
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
沿
岸

地
域
支
配
の
再
編
も
六
世
紀
段
階
の
物
部
氏
が
主
導
と
な
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
と
考
え
る
。
六
世
紀
段
階
に
わ
ざ
わ
ざ
、
そ
の
名
を
冠
し
て
国
造
と

し
て
任
命
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
有
し
た
南
岸
北
岸
に
及
ぶ
海
域

の
支
配
権
を
包
括
す
る
目
的
が
、
倭
王
権
側
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
律
令
制
に
比
べ
れ
ば
、
不
完
全
で
未
熟
な
形
で
あ
る
が
、

国
造
制
は
、
地
域
社
会
の
勢
力
が
す
で
に
有
し
て
い
た
交
通
圏
、
支
配
圏

を
、
専
制
的
に
抑
え
込
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
倭
王
権
に
よ
る

領
域
支
配
と
い
う
も
の
の
黎
明
期
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
風
速
国
造
の
実
在
は
、
倭
王
権
の
瀬
戸

内
海
の
支
配
の
あ
り
か
た
が
、
五
世
紀
段
階
と
は
異
な
る
形
で
、
よ
り
専

制
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
が
、
別
稿
に

て
論
じ
た
い
。
本
考
察
が
、
従
来
二
次
的
な
国
造
制
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
凡
直
国
造
制
や
、
大
化
前
代
の
瀬
戸
内
海
の
地
域
社
会
論
を
展
望
で

き
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註 （
１
） 

岸
俊
男
「
紀
氏
に
関
す
る
一
試
考
」（
同
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
塙
書

房
、
一
九
六
六
年
）。
栄
原
永
遠
男
『
紀
伊
古
代
史
研
究
』(

思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
四
年)

。
薗
田
香
融
「
古
代
海
上
交
通
と
紀
伊
の
水
軍
」『
日
本
古
代
の

貴
族
と
地
方
豪
族
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
、
初
出
一
九
七
〇
年
）。
五
世
紀
代

の
倭
王
権
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た
紀
伊
の
集
団
は
、
南
海
道
諸
国
に
同
族
を
配

置
し
、
拠
点
形
成
を
し
、
瀬
戸
内
海
の
南
海
道
航
路
を
掌
握
し
て
い
た
と
す
る

研
究
。
ま
た
、紀
氏
と
同
じ
く
、五
世
紀
代
に
力
を
持
っ
て
い
た
吉
備
の
勢
力
が
、

中
国
側
航
路
を
掌
握
し
て
い
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
２
） 

瀬
戸
内
海
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、『
瀬
戸
内
海
の
気
象
と
海
象
』（
海
洋
気
象
学

会
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。
文
献
史
学
で
は
松
原
弘
宣
の
研
究
に
詳
し
い
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
松
原
弘
宣
『
古
代
国
家
と
瀬
戸
内
海
交
通
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）。
ま
た
考
古
学
で
は
、
柴
田
昌
児
「
中
・
四
国
西
部

地
域
」（
甲
元
眞
之
・
寺
沢
薫
編
『
講
座
日
本
の
考
古
学
５ 

弥
生
時
代
上
』 

青

木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

（
３
） 

柴
田
昌
児
「
西
部
瀬
戸
内
と
芸
予
諸
島
周
辺
域
に
お
け
る
海
人
集
団
の
動
態
」

（『
古
墳
時
代
の
海
人
集
団
を
再
検
討
す
る
―
「
海
の
生
産
用
具
」
か
ら
20
年

―
』
第
五
六
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
発
表
論
旨
集
一
三
七
頁
―
一
五
四
頁
、

二
〇
〇
七
年
）

（
４
） 

岸
俊
男
前
掲
論
文
「
紀
氏
に
関
す
る
一
試
考
」。

（
５
） 
古
市
晃
「
国
家
形
成
期
の
王
権
と
地
域
社
会
―
瀬
戸
内
沿
岸
・
北
部
九
州
を

中
心
に
―
」（
同
『
国
家
形
成
期
の
王
宮
と
地
域
社
会
』
塙
書
房
、二
〇
一
九
年
、

初
出
二
〇
一
五
年
）。

（
６
） 

狩
野
久
「
部
民
制
―
名
代
・
子
代
を
中
心
と
し
て
―
」（
同
『
日
本
古
代
の
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国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
）。

（
７
） 

吉
田
晶
「
国
造
本
紀
に
お
け
る
国
造
名
」（
同
『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
論
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）。

（
８
） 
松
原
弘
宣
「
伊
予
の
国
の
地
方
豪
族
」（
同
『
古
代
の
地
方
豪
族
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
年
）。

（
９
） 

八
木
充
「
凡
直
国
造
と
屯
倉
」（
同
編
『
古
代
の
地
方
史
２ 

山
陰
・
山
陽
・
南

海
道
編
』
朝
倉
書
房
、
一
九
七
七
年
）。

（
10
） 

鈴
木
正
信
「
凡
直
氏
と
国
造
制
―
「
凡
直
国
造
制
」
の
再
検
討
―
」（
同
『
日

本
古
代
の
国
造
と
地
域
支
配
』
八
木
書
店
、二
〇
二
三
年
、初
出
二
〇
一
八
年
）。

（
11
） 

白
石
成
二
『
古
代
越
智
氏
の
研
究
』（
創
風
社
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
松
原
弘

宣
「
伊
予
の
越
智
直
氏
に
つ
い
て
」（
同
『
古
代
四
国
の
諸
様
相
』
創
風
社
出
版
、

二
〇
一
一
年
）。

（
12
） 

松
原
弘
宣
「
道
後
平
野
の
郡
領
と
分
布
氏
族
」（
同
『
古
代
四
国
の
諸
様
相
』

創
風
社
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
熟
田
津
と
久
米
官
衙
遺
跡
群
遺
跡
」（
同

上
、初
出
二
○
二
五
年
を
改
稿
）、同
「
歌
舞
集
団
と
し
て
の
久
米
直
氏
」（
同
上
、

初
出
一
九
九
四
年
を
改
稿
）。

（
13
） 

松
原
弘
宣
前
掲
論
文
「
伊
予
の
越
智
氏
に
つ
い
て
」。

（
14
） 

松
原
弘
宣
前
掲
論
文
「
伊
予
の
越
智
氏
に
つ
い
て
」。

（
15
） 

松
原
弘
宣
前
掲
論
文
「
伊
予
の
越
智
氏
に
つ
い
て
」
ほ
か
、
同
「
伊
予
国
の
地

方
豪
族
」（『
古
代
の
地
方
豪
族
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
他
文
献

で
も
言
及
。

（
16
） 

薗
田
香
融
前
掲
論
文
「
古
代
海
上
交
通
と
紀
伊
の
水
軍
」。

（
17
） 『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
一
―
三
一
頁
上
段
。

（
18
）  『
木
簡
研
究
』
十
七
―
二
一
頁
上
段
（
四
四
）。

（
19
） 「
伊
予
国
風
土
記
」
逸
文
（
前
田
家
本
『
釈
日
本
紀
』
巻
六
「
大
山
祇
神
」
条
）

に
み
え
る
。
松
原
弘
宣
前
掲
論
文
「
伊
予
の
越
智
直
氏
に
つ
い
て
」
よ
り
一
部

抜
粋
）

　
　
　
「『
釈
日
本
紀
』
巻
六
に
み
え
る
御
嶋
伝
承
で
は
「
乎
知
郡
、
御
嶋
、
坐
神
御

名
、
大
山
積
神
、
一
名
和
多
志
大
神
也
、
是
神
者
、
所
レ

顕
二

難
波
高
津
宮
御
宇

天
皇
御
世
一

、
此
神
自
二

百
済
国
一

度
来
坐
、
而
津
国
御
嶋
名
也
」
と
い
う
伝
承

を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
伊
予
国
越
智
郡
の
御
嶋(

大
三
島)

の
神

の
名
は
「
大
山
積
神
」
で
、
一
名
を
「
ワ
タ
シ
の
大
神
」
と
い
い
、
難
波
高
津

宮
御
宇
天
皇
（
仁
徳
天
皇
）
の
時
に
、
百
済
よ
り
摂
津
国
御
嶋
に
渡
来
し
、
そ

こ
よ
り
伊
予
国
越
智
郡
に
移
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
御
嶋
（
大
三
島
）
の

神
は
瀬
戸
内
海
の
東
西
交
通
だ
け
で
な
く
南
北
交
通
に
も
関
連
す
る
神
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
こ
の
よ
う
に
大
山
積
神
が
中
央
政
府
よ
り

極
め
て
高
い
位
階
が
授
与
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
瀬
戸
内
海
交
通
の
要
衝

地
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
風
土
記
が
大
山
積

神
を
「
和
多
志
神
」
と
い
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

大
山
積
神
の
本
来
の
姿
は
、
伊
予
国
か
ら
安
芸
国
へ
の
「
ワ
タ
シ
」
の
神
と
し

て
も
崇
拝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
り
、
ま
さ
し
く
瀬
戸
内
海
の
南
北
交
通
の

存
在
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

（
20
） 

松
原
弘
宣
「
瀬
戸
内
海
地
域
の
郡
領
氏
族
」（
同
『
古
代
瀬
戸
内
の
地
域
社
会
』

同
成
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
21
） 『
平
城
京
木
簡
』
二
（
二
一
九
四
）・「
・
和
気
郡
海
部
里
調
塩
三
斗
・
刑
部
首
嶋
」。

　
　

 

『
木
簡
研
究
』
十
二
―
十
三
頁
下
段
（
四
二
）「
＜
伊
与
国
和
気
郡
海
部
郷
若
日

下
部
廣
嶋
楚
割
六
斤
」。

（
22
） 『
木
簡
研
究
』
五
―
十
二
頁
下
段
（
三
二
）「
伊
予
国
伊
予
郡
川
村
郷
海
部
里
白

髪
□　

」。

（
23
） 『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
一
―
三
一
頁
下
段
「
伊
予
国
伊
予
郡

石
井
郷
海
部
里
日
下
部
麻
呂
調
贄
楚
」。

　
　

 
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二
―
三
九
頁
下
「
伊
予
国
伊
与
郡
石

井
郷
海
部
里
阿
曇
部
太
隅
鯛
楚
割
六
斤
」。

（
24
） 『
平
城
宮
木
簡
』
一
―
一
三
三
頁
下
段
（
三
六
一
）。
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（
25
） 
直
木
孝
次
郎
「
贄
に
関
す
る
二
、三
の
考
察
」（
同
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
七
五
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）。

（
26
） 
今
津
勝
紀
「
贄
と
中
男
作
物
を
め
ぐ
っ
て
」（
同
『
日
本
古
代
の
税
制
と
社
会
』

塙
書
房 
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）。

（
27
） 

柴
田
昌
児
前
掲
論
文
「
西
部
瀬
戸
内
と
芸
予
諸
島
周
辺
域
に
お
け
る
海
人
集
団

の
動
態
」。　

（
28
） 『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
十
月
十
三
日
丙
辰
条
よ
り
。
ま
た
、

山
口
英
男
「
八
・
九
世
紀
の
牧
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
九
十
五
巻
第
一
号
、

一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
29
） 

同
註
21
よ
り
。

（
30
） 

海
域
区
分
に
関
し
て
は
、
八
島
邦
夫
「
瀬
戸
内
海
の
地
誌
」（『
瀬
戸
内
海
の
気

象
と
海
象
』
海
洋
気
象
学
会
、 

二
〇
一
三
年
）
を
参
考
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
別
特
別
措
置
法
の
区
分
を
採
用
し
て
い
る
。
風
早
郡

沿
岸
部
は
、「
斎
灘
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
海
図
、
水
路
誌
等
で
用

い
ら
れ
る
海
域
区
分
と
し
て
は
、「
安
芸
灘
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
考
察
で
も
「
安
芸
灘
」
と
し
た
。

（
31
） 

八
島
邦
夫
前
掲
論
文
「
瀬
戸
内
海
の
地
誌
」。「
海
釜
の
計
測
に
当
っ
て
は
、
海

釜
を
『
海
底
に
あ
る
直
径
㎞
以
上
の
顕
著
な
凹
地
』
と
定
義
し
て
、『
沿
岸
の

海
の
基
本
図
』
の
海
底
地
形
図
を
用
い
て
計
測
を
行
い
、
そ
の
形
態
や
分
布
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
海
が
眞
の
分
類
を
試
み
た
。」
と
記
す
。

（
32
） 

馬
評
（
野
間
郡
）
に
つ
い
て
は
、松
原
弘
宣
「
伊
予
国
の
立
評
と
百
済
の
役
」（
同

『
古
代
瀬
戸
内
の
地
域
社
会
』
同
成
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
久
米
評
（
久

米
郡
）
に
つ
い
て
は
、松
原
弘
宣
「
久
米
官
衙
遺
跡
群
の
研
究
」（
同
上
）
参
照
。

越
智
評
（
越
智
郡
）
に
つ
い
て
は
、『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
七
縁
参
照
。

（
33
） 

鎌
田
元
一
『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
。

（
34
） 『
木
簡
研
究
』
三
十
五 「
奈
良
・
西
大
寺
旧
境
内
」
八
頁
―
二
八
頁
よ
り
。

（
35
） 『
木
簡
研
究
』
三
十
五
―
二
四
頁
頁
上
（
一
八
二
） 

。

（
36
） 『
木
簡
研
究
』
三
十
五
―
二
五
頁
下
（
二
一
八
）。 

（
37
） 『
荷
札
集
成
』
八
一
頁
―
二
四
九
（
大
宰
府
跡
不
丁
官
衙
地
区
出
土
木
簡
）。

（
38
） 

笹
山
晴
生
「
続
日
本
後
紀
」（
同
『
平
安
初
期
の
王
権
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
六
年
）。

（
39
） 

山
内
譲
「
東
国
武
士
、海
賊
に
な
る
―
安
芸
国
蒲
刈
島
と
多
賀
谷
氏
―
」（『
中

世
の
港
と
海
賊
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
）。
伊
予
国
沿
岸
部
に
勢

力
を
有
す
る
在
地
領
主
の
多
く
が
、
新
し
い
活
躍
の
舞
台
を
求
め
て
瀬
戸
内
海

に
進
出
し
、
海
賊
化
す
る
。

（
40
） 

柴
田
昌
児
「
弥
生
土
器
か
ら
見
た
芸
予
諸
島
の
地
域
色
」（『
伊
予
史
談
』

三
六
三
号
、
二
〇
一
一
年
）。
芸
予
諸
島
周
辺
の
弥
生
土
器
が
、
東
西
に
広
が

る
分
布
域
よ
り
も
芸
予
諸
島
を
媒
介
に
し
た
南
北
に
広
が
る
領
域
に
強
い
連
関

性
を
具
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
が
灘
や
瀬
戸
を
意
識
し
、
そ
れ

を
取
り
込
む
か
た
ち
で
日
常
生
活
領
域
を
構
築
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
同「
瀬

戸
内
海
に
お
け
る
製
塩
考
古
学
の
現
状
と
課
題
」（
村
上
恭
通
・
槙
林
啓
介
編『
東

ア
ジ
ア
塩
業
考
古
学
の
提
唱
』 

愛
媛
大
学
東
ア
ジ
ア
古
代
鉄
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
、
二
〇
一
五
年
）。

（
41
） 『
日
本
古
典
文
学
全
集
九 

万
葉
集
（
四
）』
三
二
頁
―
三
六
一
五
よ
り
。
風
早
浦

に
船
泊
す
る
夜
に
造
ら
れ
た
歌
（
二
首
）
の
う
ち
の
一
首
。

（
42
） 

伊
藤
博
『
万
葉
集 

譯
中
八
』（
集
英
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
43
） 『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』「
風
早
村
」「
賀
茂
郡
」「
豊
田
郡
」
参
照
。
風
早
村
の

存
在
す
る
安
芸
津
町
（
風
早
浦
の
所
在
地
）
は
、
古
代
よ
り
現
代
に
い
た
る
ま

で
郡
域
変
更
が
多
く
あ
り
、『
万
葉
集
』
で
み
え
る
風
早
浦
が
何
郡
の
管
轄
で

あ
っ
た
か
は
厳
密
に
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

（
44
） 
今
津
勝
紀
「
古
代
の
家
族
と
女
性
」（
同
『
日
本
古
代
の
環
境
と
社
会
』
塙
書
房
、

二
〇
二
二
年
、
初
出
二
〇
一
五
年
）。

（
45
） 『
平
安
遺
文
』 「
讃
岐
国
大
内
郡
入
野
郷
寛
弘
元
年
戸
籍
」
よ
り
。

（
46
） 

三
好
啓
介
「
国
家
形
成
期
に
お
け
る
讃
岐
と
地
域
間
交
流
」（
神
戸
大
学
修
士
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論
文
二
〇
二
五
年
、
未
発
表
）。

（
47
） 『
大
日
本
古
文
書
』
十
一
―
三
六
六
頁
。

（
48
） 『
平
城
宮
木
簡
』
七
―
一
四
一
頁
（
一
一
五
〇
七
）。
お
そ
ら
く
衛
士
ヵ
。

（
49
） 『
大
日
本
古
文
書
』
十
四
―
二
二
六
頁
。

（
50
） 

鎌
田
元
一
「
評
制
施
行
の
歴
史
的
前
提
―
い
わ
ゆ
る
大
化
前
代
の
「
コ
オ
リ
」

に
つ
い
て
―
」（
同
『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。「
予

州
風
早
県
人
」
に
関
し
て
、
こ
の
場
合
の
「
県
」
は
「
郡
」
の
意
味
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
伊
予
国
風
早
郡
人
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解

で
き
る
の
で
、
こ
の
箇
所
も
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
と
同
じ
で
あ
る
。

（
51
） 「
律
令
体
制
下
の
伊
予
」（『
愛
媛
県
史
』
古
代
Ⅱ
・
中
世
、
一
九
八
四
年
、
白

石
成
二
執
筆
分
）。

（
52
） 

同
註
（
⒌
）

（
53
） 『
寧
楽
遺
文
』
下
―
七
八
六
頁
。

（
54
） 『
和
名
類
聚
抄
』
伊
予
国
越
智
郡
所
在
の
郷
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。

（
55
） 『
平
城
宮
木
簡
』
七
―
九
九
頁
（
一
一
三
二
五
）。

（
56
） 『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一
―
三
四
上
段
（
三
八
二
）。

（
57
） 『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
八
縁
よ
り
「
伊
予
国
別
郡
日
下
部
猴
」
と
み
え
る
。

日
下
部
と
葛
城
の
関
係
性
は
、鷺
森
浩
幸
「
名
代
日
下
部
の
成
立
と
展
開
」（『
市

大
日
本
史
』
三
、二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
58
） 

古
市
晃
「
国
家
形
成
期
に
お
け
る
淡
路
の
位
置
」（
同
『
国
家
形
成
期
の
王
宮

と
地
域
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
初
出
二
〇
一
七
年
）。

（
59
） 

紀
氏
お
よ
び
同
族
の
南
海
道
の
配
置
に
関
し
て
は
、
岸
俊
男
前
掲
論
文
「
紀
氏

に
関
す
る
一
試
考
」
参
照
。

（
60
） 

水
先
案
内
と
は
、
水
先
業
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
い
い
、
案
内
す
る
人
を
「
水

先
人
」「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
い
う
。
水
先
と
は
、
航
行
海
域
に
精
通
し
て
い
な

い
船
舶
の
要
請
に
よ
り
、
当
該
海
域
に
精
通
し
て
い
る
水
先
人
が
乗
船
し
、
安

全
に
船
舶
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。
水
先
人
の
存
在
意
義
は
、
当
該
水
先
区
の
地

形
・
地
誌
、
水
路
誌
、
気
象
・
海
象
、
操
船
技
術
、
航
行
支
援
施
設
等
々
に
精

通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
近
岡
信
夫
・
今
西
邦
彦
「
瀬
戸
内
海
の
水
先
案
内
」

（『
瀬
戸
内
海
の
気
象
と
海
象
』
海
洋
気
象
学
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
61
） 

松
原
弘
宣
前
掲
論
文
「
伊
予
の
越
智
直
氏
に
つ
い
て
」。

（
62
） 「
阿
岐
国
造　

阿
岐
国
造
。
志
賀
高
穴
穂
朝
。
天
湯
津
彦
命
五
世
孫
飽
速
玉
命

定
二

賜
国
造
一

。」（「
国
造
本
紀
」
よ
り
。
阿
岐
＝
安
芸
（
安
芸
国
）。
怒
麻
国
造

と
同
様
に
、
飽
速
玉
命
を
祖
と
す
る
）。

（
63
） 「
怒
麻
国
造　

神
功
皇
后
御
代
。
阿
岐
国
造
同
祖
速
玉
命
三
世
孫
若
弥
尾
命
定
二

賜
国
造
一

。」（「
国
造
本
紀
」
よ
り
。
怒
麻
＝
野
間
（
伊
予
国
）。
阿
岐
国
造
と

同
様
に
、
飽
速
玉
命
を
祖
と
す
る
）。

（
64
） 

白
石
成
二
前
掲
論
文
『
古
代
越
智
氏
の
研
究
』。

（
65
） 『
日
本
書
紀
』
雄
略
即
位
前
紀
な
ど
。


